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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成25年7月4日(2013.7.4)

【公開番号】特開2011-244294(P2011-244294A)
【公開日】平成23年12月1日(2011.12.1)
【年通号数】公開・登録公報2011-048
【出願番号】特願2010-115985(P2010-115985)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/765    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   7/26     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｌ
   Ｈ０４Ｎ   7/13    　　　Ｚ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    ３０１Ｚ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ｄ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月17日(2013.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画データを入力する入力手段と、
　動画データの記録開始からの経過時間を示すタイムコードを生成する生成手段と、
　前記入力手段により入力された動画データと前記生成手段により生成されたタイムコー
ドとを記録媒体に記録する記録手段であって、記録開始の指示に応じて前記動画データの
記録を開始し、記録停止の指示に応じて前記動画データの記録を停止する記録手段と、
　前記入力手段により入力された動画データと前記生成手段により生成されたタイムコー
ドとを外部記録装置に出力する出力手段と、
　前記記録開始の指示に応じて前記外部記録装置に記録開始コマンドを出力し、前記記録
停止の指示に応じて前記外部記録装置に記録停止コマンドを出力するように、前記出力手
段を制御する制御手段
とを備え、
　前記記録開始の指示に応じて、前記生成手段により前記タイムコードのカウントを所定
値から開始すると共に、前記出力手段により前記外部記録装置に対して前記カウントされ
たタイムコードの出力を開始し、前記記録停止の指示により前記記録手段が前記動画デー
タの記録を停止した後に前記生成手段による前記タイムコードのカウントを継続すると共
に、前記出力手段による前記外部記録装置への前記タイムコードの出力を継続することを
特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記外部記録装置からの記録終了の通知に応じて、前記生成手段によ
る前記タイムコードのカウントを停止することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装
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置。
【請求項３】
　前記外部記録装置が前記記録停止コマンドに応じて記録を停止するフレームが、前記記
録停止コマンドに対応したフレームよりも後のフレームである場合に、前記記録停止コマ
ンドに対応したフレームから前記記録を停止するフレームまでの期間、前記生成手段によ
る前記タイムコードのカウントを継続すると共に前記出力手段による前記外部記録装置へ
の前記タイムコードの出力を継続することを特徴とする請求項１または２に記載の画像処
理装置。
【請求項４】
　前記記録手段は、前記動画データをＭＰＥＧ方式に従って符号化して記録し、
　前記外部記録装置は、前記出力手段から出力された動画データをＭＰＥＧ方式に従って
符号化して記録し、
　前記記録手段により符号化される動画データの１ＧＯＰのフレーム数と前記外部記録装
置により符号化される動画データの１ＧＯＰのフレーム数とが異なる
ことを特徴とする請求項１から３の何れか１項に記載の画像処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明に係る画像処理装置は、動画データを入力する入力手段と、動画データの記録開
始からの経過時間を示すタイムコードを生成する生成手段と、前記入力手段により入力さ
れた動画データと前記生成手段により生成されたタイムコードとを記録媒体に記録する記
録手段であって、記録開始の指示に応じて前記動画データの記録を開始し、記録停止の指
示に応じて前記動画データの記録を停止する記録手段と、前記入力手段により入力された
動画データと前記生成手段により生成されたタイムコードとを外部記録装置に出力する出
力手段と、前記記録開始の指示に応じて前記外部記録装置に記録開始コマンドを出力し、
前記記録停止の指示に応じて前記外部記録装置に記録停止コマンドを出力するように、前
記出力手段を制御する制御手段とを備え、前記記録開始の指示に応じて、前記生成手段に
より前記タイムコードのカウントを所定値から開始すると共に、前記出力手段により前記
外部記録装置に対して前記カウントされたタイムコードの出力を開始し、前記記録停止の
指示により前記記録手段が前記動画データの記録を停止した後に前記生成手段による前記
タイムコードのカウントを継続すると共に、前記出力手段による前記外部記録装置への前
記タイムコードの出力を継続することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　操作部１０７により記録停止の指示があると（Ｓ２０５）、制御部１０６は、ＧＯＰの
最終フレーム、即ち、図３のＧＯＰ構成３０１におけるＰ１１フレームまで記録したか否
かを判別する（Ｓ２０６）。ＧＯＰの最終フレームまで記録していない場合（Ｓ２０６）
、ビデオカメラ１００は、動画データの符号化と記録を続け（Ｓ２１３）、動画データに
タイムコード生成部１１１によるタイムコードを付加してレコーダ２００に出力する（Ｓ
２１４）。タイムコード生成部１１１がタイムコードをカウントアップし、Ｓ２０６に戻
る（Ｓ２１５）。
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